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　　v

この本の目的と構成

この本の目的は，コミュニケーション重視の日本語教育をするために
はどんな研究が必要なのかを示すことである。
「聞く」「話す」「読む」「書く」という現実のコミュニケーション活動

に役立つ教育をしたいという気持ちは多くの人に共通している。しか
し，実際にそのための教材を作って，教育実践を行おうとすると，壁に
突き当たる。具体的に何をどう説明し，どんな練習をすればよいのかが
わからず，すべてを一から考えなければならないからである。

日本語学や言語学で古くから扱われてきた問題については，すでにた
くさんの研究がある。たとえば，助詞「は」と「が」の問題であれば，
それぞれの用法や，両者の使い分けについての研究はもちろん，日本語
非母語話者の習得過程や，日本語と他言語の比較対照，非母語者への効
果的な教授法などの研究も数えられないくらいある。それらを参考にす
れば，比較的簡単に教材作りや教育実践ができる。

そうしたものに比べ，日本語教育に役立つようなコミュニケーション
活動の研究はまだ始まったばかりで，あまり蓄積がない。たとえば「書
く」というコミュニケーション活動で言えば，現代ではメールを書くこ
とが非常に重要である。しかし，母語話者がどんな相手にどんな用件で
メールを送るときにどんな表現を使ってどんな構成のメールを書いてい
るかといったことについてはまだ研究が十分に行われていない。非母語
話者が書くメールで，相手に誤解を与えたり相手によくない印象を与え
たりする表現の研究や，さまざまなメールを書けるようになるための教
育プログラムの研究なども完全に不足している。

この本では，「日本語教育のための」をキーワードに，日本語教育に
役立つためのコミュニケーション研究とはどのようなものかを具体的に
示そうとした。あわせて，その前提になっているコミュニケーション重
視の日本語教育についても，必要に応じて述べるようにした。
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vi　　この本の目的と構成

この本の構成は，次のようになっている。
最初に置かれた野田尚史の論文はこの本の導入に当たるもので，コ

ミュニケーション重視の日本語教育のためには具体的にどんな研究が必
要かについて広く見渡したものである。

そのあとは，野田論文を受けて， ３ 部に分かれている。
第 １ 部は「母語話者の日本語コミュニケーション」で，次の ３ つの論

文が収められている。カノックワン・ラオハブラナキット・片桐の論文
では，母語話者の日本語コミュニケーションは非母語話者にとってどん
なところがむずかしいのかが明らかにされている。清ルミの論文では，
日本語教師は母語話者の実際のコミュニケーションのどんな部分に気づ
かず，見逃しているかが指摘されている。宇佐美まゆみの論文では，日
本語の会話を対象に，母語話者には意識できないコミュニケーションの
仕組みが分析されている。

第 ２ 部は「非母語話者の日本語コミュニケーション」で，次の ３ つの
論文が収められている。奥野由紀子の論文では，非母語話者の日本語コ
ミュニケーションに見られるさまざまな問題点が具体的に抽出されてい
る。迫田久美子の論文では，非母語話者が限られた日本語能力をどのよ
うに工夫してコミュニケーションを行っているかが分析されている。山
内博之の論文では，「話す」能力を対象に，非母語話者のコミュニケー
ションにとっては語彙が重要だということが指摘されている。

第 ３ 部は「日本語のコミュニケーション教育」で，次の ３ つの論文が
収められている。品田潤子の論文では，日本語のコミュニケーション教
育の具体的な実践方法が述べられている。徳井厚子の論文では，日本語
のコミュニケーション教育を阻んでいるのは教師のコミュニケーション
観だとして，その実態を解明している。嶋田和子の論文では，コミュニ
ケーション教育を行うためには教師にコミュニケーション教育能力が求
められることや，教師研修の重要性が述べられている。

これら10の論文は，「日本語教育をコミュニケーション重視のものに
するには，その目的に合わせた研究が必要だ」と考える10人によって書
かれた。ぜひ10人の競演を楽しんでいただきたい。� （野田尚史）
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日本語教育に必要なコミュニケーション研究

野田尚史

1.　この論文の主張

日本語教育の目的は，「聞く」「話す」「読む」「書く」という日本語の
コミュニケーション能力を高めることである。日本語の構造や体系を教
えることではない。

そのような認識は古くからあり，これまで作られてきたどの日本語教
科書もコミュニケーション能力の育成を目的として掲げていると言って
よい。しかし，実際にはコミュニケーション能力より日本語の構造や体
系を教えようとしていると思われてもしかたがない部分が多い。

そのような現状を変えるために，この論文では次の（ １ ）のようなこと
を主張する。

（ １ ）� �本当の意味で日本語教育を言語の教育からコミュニケーショ
ンの教育に変えるためには，日本語教育のための研究も言語
の研究からコミュニケーションの研究に変える必要がある。

そして，コミュニケーションのための日本語教育を行うためにはどん
なコミュニケーション研究が必要であるかを明らかにする。

この論文では，最初に2.でこれまでの日本語教育について次の（ ２ ）の
ようなことを述べる。また，3.でこれからの日本語教育についてその次
の（ ３ ）のようなことを述べる。

（ ２ ）� �これまでの日本語教育は，日本語の構造や体系についての言
語学的な研究の論理に従って教育内容が決められてきた。

「著作権保護コンテンツ」



2　　野田尚史

（ ３ ）� �これからは，日本語を使う状況から出発し，その状況でどん
な能力が必要かを研究し，教育内容を決めるべきである。

次に，4.でこれまでの日本語教育のための研究について次の（ ４ ）のよ
うなことを述べる。また，5.でこれからの日本語教育のための研究につ
いてその次の（ ５ ）のようなことを述べる。

（ ４ ）� �これまでの日本語教育のための研究は，日本語の構造や体系
を明らかにする言語学的な研究の方法で行われてきた。

（ ５ ）� �これからは，母語話者や非母語話者のコミュニケーションの
実態研究など，日本語教育に役立つ研究を行うべきである。

そのあと，6.から8.では，日本語教育をコミュニケーションの教育に
変えていくためには，次の（ ６ ）から（ ８ ）のような研究を行う必要がある
ことを述べる。

（ ６ ）� �母語話者が個々の状況でどのように日本語を使っているかと
いう母語話者のコミュニケーションについての研究

（ ７ ）� �非母語話者が個々の状況でどのように日本語を使っているか
という非母語話者のコミュニケーションについての研究

（ ８ ）� �コミュニケーション能力を高める教育はどのように行ったら
よいかというコミュニケーション教育についての研究

2.　これまでの日本語教育

これまでの日本語教育は，コミュニケーション能力の育成を目的とし
て掲げていても，実際には日本語の構造や体系を教えようとしている部
分が多かった。それは，言語の構造や体系を明らかにすることを目的と
した伝統的な言語学的な研究の論理をそのまま日本語教育に持ち込んだ
からだと考えられる。

たとえば，初級の日本語教科書の第 １ 課では，次の（ ９ ）のような「文
型」が導入されることが多い。

（ ９ ）� �１.　わたしは　マイク・ミラーです。
� �２.　サントスさんは　学

がく

生
せい

じゃ（では）　ありません。
� �３.　ミラーさんは　会

かい

社
しゃ

員
いん

ですか。
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非母語話者にはむずかしい母語話者の	
日本語コミュニケーション

カノックワン・ラオハブラナキット・片桐

1.　この論文の主張

日本語学習者の増加とともに，急速な多文化多言語社会化が進んでい
る中，日本国内でも海外でも日本語母語話者と非母語話者が接触する場
面が広がっている。接触場面での円滑なコミュニケーション能力の育成
が日本語教育の目標の １ つであるとすれば，非母語話者の視点から母語
話者のコミュニケーションを捉える必要があろう。そこでこの論文で
は，コミュニケーション場面の実例をもとに非母語話者にとってむずか
しい日本語のコミュニケーションの実態を探り，（ １ ）を主張する。

（ １ ）� �非母語話者は，日本語コミュニケーションにおいて重要な存
在である相手とどう接し，相手の意図をどうくみ取り，それ
にどう反応するかという「相手との関わり方」をむずかしく
感じている。こうした点に注目する研究が必要になる。

最初に，2.で非母語話者が捉えている日本語コミュニケーションの問
題について次のようなことを述べる。

（ ２ ）� �非母語話者の認識では「日本語コミュニケーションはあいま
いな表現があるからむずかしい」と捉えているが，あいまい
な表現の存在よりも，表現に潜んでいる相手との関わり方に
気づいていないためにむずかしく感じているのである。

次に，3.から7.では「相手との関わり方」という観点で，非母語話者
にとってむずかしい日本語コミュニケーションの実態について次の（ ３ ）
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から（ ７ ）を述べる。
（ ３ ）� �相手に必要な情報と不要な情報を区別し伝えることはむずか

しい。母語話者は状況に合わせて相手に必要な情報を具体的
に伝え，相手に不要な情報は伝えないようにしている。

（ ４ ）� �相手の気持ちや行動に言及するのはむずかしい。母語話者は
相手の気持ちや行動についての直接の言及を避け，話し手の
気持ちや行動の観点で述べたり，状況に絡めて説明したりす
る傾向がある。

（ ５ ）� �日本語コミュニケーションのペースを保つのはむずかしい。
母語話者は少しずつ相手の状況や気持ちを確認しながら用件
を伝えていくが，非母語話者にはそれがうまくできない。

（ ６ ）� �状況に応じて相手との距離を適切に調整するのはむずかし
い。母語話者は，常に変化する相手との関係に応じた言葉づ
かいと言語行動をとっている。

（ ７ ）� �発話を受けて即座にかつ適切に反応するのはむずかしい。母
語話者のようにネガティブな感情の表出を控えたり，相手の
意図をくみ取りフォローしたりするのがむずかしい。

そのあと，8.では，これから必要とするコミュニケーションの研究に
ついて述べる。具体的には，次の（ ８ ）を提案する。

（ ８ ）� �「相手」を軸とする研究内容が必要である。これからの研究
はデータが勝負なので，理論的な枠組みにとらわれず，相手
の言語行動とその意図が確認できるように適切なデータの収
集法を選ぶべきである。

2.　日本語コミュニケーションのカギは「相手」

非母語話者は日本語コミュニケーションをどう思っているのだろう
か。山本千津子（2005：p.�85，p.�92）では，「日本語ではあいまいさが好
まれるから直接的に表現してはいけない」という学習者の捉え方を紹介
している。また，笹川洋子（1996）は，196人の外国人留学生に自由記述
調査を行い，日本語のコミュニケーションにおいてどのような状況で問
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日本語教師には見えない母語話者の	
日本語コミュニケーション

清　ルミ

1.　この論文の主張

「コミュニケーション能力育成」がいたるところでお題目のように唱
えられている。コミュニケーションの教育を行うには，指導者である教
師のコミュニケーションに関する専門的知識と教育能力がまず問われる
はずである。では，日本語教師は，母語話者の日本語コミュニケーショ
ンの特性を熟知し，コミュニケーション教育の本質を確かに見据えてい
るだろうか。

この論文では，次の（ １ ）のようなことを主張する。
（ １ ）� �教師が母語話者の日本語コミュニケーションの特性を熟知し

ていなければ， 本質的なコミュニケーション教育は行えな
い。 日本語コミュニケーションの特性に鋭敏になるために
は，言語学的なアプローチだけではなく，異文化コミュニ
ケーション的視点からの研究が求められる。それを実現する
ためには，まず教師が現行の教授活動と教授意識をクリティ
カルに見直し，言語感覚を研ぎ澄ますことが急務である。

まず，（ １ ）の主張の裏づけとして，2.から6.において現行の教授活動
と教師の教授意識について検討し，（ ２ ）から（ ６ ）の問題点を指摘する。

（ ２ ）� �初級前半の教材開発に母語話者の日本語コミュニケーション
を意識した観点はみられない。言語機能への着目がみられ
ず，現実場面で使用されることの多い言語機能が教科書で採
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り上げられていない。
（ ３ ）� �現実のコミュニケーションでは，相手との関係性と面

めん

子
つ

保持
が重要視されるが，教材開発にその観点は反映されていな
い。

（ ４ ）� �教師は，教科書フレームの呪縛を受けている。呪縛を受けた
教師の言語感覚は，一般人の「普通」の言語感覚からかけ離
れている。

（ ５ ）� �教科書フレームの呪縛がかかった教師は， 教室活動におい
て，わかっているつもり，知っているつもり，やっているつ
もりの「つもり」教育を行っている。

（ ６ ）� �「普通」のコミュニケーションに対して盲目的な教師は，現
実のコミュニケーションを教えることにアレルギーがある。

次に，7.から9.において，これらの現状を打破するために求められる
研究の方向性について，（ ７ ）から（ ９ ）を述べる。

（ ７ ）� �教師は，呪縛をかけられる前の一母語話者としての言語感覚
を取り戻す必要がある。そのためには，「科学的」研究から
抜け落ちるアナログ的研究も奨励されるべきである。

（ ８ ）� �母語話者の日本語コミュニケーションを異文化コミュニケー
ション的視点から考察し，日本語の言語文化の特性を探る研
究が必要である。

（ ９ ）� �「ことば」だけに着目するのではなく，母語話者の非言語コ
ミュニケーションを，異文化コミュニケーション的視点から
探る研究が求められる。

2.　「コミュニケーション重視の教育」の盲点

この2.では，まず，現行の初級教育にコミュニケーション重視の教育
的視点の反映は認めにくいということを論じる。

清ルミ（2005a）では，初級レベルが教室活動において教科書を使用す
る率が高いことから，教科書の初級前半部分に着目し，コミュニケー
ション重視の視点が反映されているかどうかを検討している。研究方法
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母語話者には意識できない	
日本語会話のコミュニケーション

宇佐美まゆみ

1.　この論文の主張

コミュニケーション重視の言語教育が叫ばれるようになってから久し
いが，日本語教育の現場では，未だに「自然なコミュニケーション」を
効果的に習得させるような実践が行われているとはいえない。その理由
の一つに，そもそも「自然なコミュニケーション」とはどのようなもの
なのかという実態が明らかになっていないということがある。もう一つ
は，「自然なコミュニケーション」の習得に適した教材がないというこ
とである。教育効果の多くは，各々の教師の「指導の仕方の工夫」と，

「学習者の自己努力」に依存していると言っても過言ではない。
この論文では，このような状況を改善するためには，次の（ １ ）と（ ２ ）

が急務であることを主張する。
（ １ ）� �「自然なコミュニケーション」の実態を明らかにする自然会

話分析研究を充実させる。
（ ２ ）� �（ １ ）の結果明らかになった特徴を十分に生かせる「自然会話

を素材とする教材」の開発研究を推進する。
具体的には，2.と3.で，自然会話コーパスから実際のやりとりを抜粋

しながら，「母語話者が意識していない日本語会話のコミュニケーショ
ン」を例示する。次に，4.では，日本語母語話者の社会人初対面二者間
会話における敬語の使い方に関する実証研究の結果を，母語話者が意識
していないコミュニケーション行動という観点からまとめる。また，2. 
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から4.を総合的に捉え，「コミュニケーション能力」については，次の
３ 点を指摘する。

（ ３ ）� �「コミュニケーション能力」とは，文法的に正しい文や複雑
な文を一人で作ることができるという能力ではなく，「相手
の発話の意図を理解する能力」と「理解したことを適切に相
手に伝える能力」，さらには，「相手が言わんとすることを予
測する能力」と「予測したことを適切なタイミングで相手に
伝える能力」，および，相手への配慮を言語で表現する力か
ら構成される。

（ ４ ）� �「聞き手としての反応」は，話し手の発話の意図を即座に理
解し，それに適した反応を返す必要があるという意味で，文
法的には難しくなくても，高度なコミュニケーション能力の
一つであると言える。

（ ５ ）� �母語話者のコミュニケーションの仕方を観察し，その特徴や
ポライトネス効果などを見抜く観察力，類推力もコミュニ
ケーション能力の一部を成している。

5.から7.では，自然会話を文字化した資料と創作された会話とを対比
しながら分析し，（ ３ ）から（ ５ ）で指摘した「コミュニケーション能力」
を育成するには，「自然会話を素材とする教材」を活用することが必須
であることを論じる。最後に8.では，この論文の考察のまとめとして，
次の（ ６ ），（ ７ ）のような研究が必要であることを主張する。

（ ６ ）� �文型や機能の観点からではなく，様々な「活動場面や状況」
に現れうる自然な語彙・表現や会話のストラテジーという観
点から，コミュニケーション活動のあり方，および，それら
の修得のプロセスを可視化し，体系化していく研究

（ ７ ）� �それらの知見を日本語教育のカリキュラムの中に効果的に位
置づけていくための研究

これからの日本語教育のためには，このような形で「日本語教育学研
究のパラダイムの転換をはかる」ことが必須である。これがこの論文の
主張である。
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非母語話者の	
日本語コミュニケーションの問題点

奥野由紀子

1.　この論文の主張

コミュニケーション場面において，非母語話者には文法だけでは説明
できない問題点や，聞き手が違和感を受ける不自然な言語使用がみられ
る。それは必ずしも文法的な誤りではないため，聞き手にも話し手にも
誤りだと認識されにくく，聞き手を疲れさせたり戸惑わせたり，失礼な
人間だ，不愉快だなどと思われる可能性がある。誤解をまねき，コミュ
ニケーションに支障をきたす恐れが大きいと言えよう。

この論文では，実際のコミュニケーション場面やインタビューデータ
から収集した具体例をもとに，非母語話者の日本語コミュニケーション
の問題点として，次の（ １ ）から（ ６ ）を取り上げる。

（ １ ）� �「誤解をまねく表現形式の使用」による問題点：
� �　「先生，私のパーティーに来たいですか。」これは実際のコ

ミュニケーション場面での非母語話者の発話である。このよ
うな発話は，文法的には間違いではないが，使用する相手や
状況によっては誤解をまねくことがある。

（ ２ ）� �「失礼な印象の確認要求表現」による問題点：
� �　日本語能力が上がるにつれ，使える表現のバリエーション

は増えるが，コミュニケーションでの使い方は必ずしも適切
とは限らない。「ですよね」や「じゃないですか」を多用す
ると，本人の意図に反して相手に失礼な印象を与えることが
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ある。
（ ３ ）� �「相手を不快にさせる情報提示表現」による問題点：
� �　「わけで」「わけなんですが」「わけがありません」などの

表現を非母語話者が好んで使用する場合がある。こなれた日
本語にも聞こえるが，それらの情報提示表現は多用すると，
相手に不快な思いをさせる場合がある。

（ ４ ）� �「自分のための繰り返しと言い残し」による問題点：
� �　非母語話者は「約10分ぐらいかな，10分ぐらいある， あ

る，あるいていくと」のように同じ語を繰り返したり，「ま
あ，また期末テストの準備を…」のように完結していない文
を多用することがある。そのような発話は，聞き手を疲れさ
せてしまう場合がある。

（ ５ ）� �「その場にふさわしくない言語形式」による問題点：
� �　ビジネスの場面やフォーマルな場面で，非母語話者は「何

だったっけ」のような話し方をすることがある。その場にふ
さわしいものにしなければ，非母語話者の意図に反して「幼
稚な日本語」や「説得力のない日本語」になる場合がある。

（ ６ ）� �「言語行動様式の無知」による問題点：
� �　家に招待されたとき，後日，招待してくれた人に会ったら

お礼を述べるのは日本語母語話者の常識である。しかし，非
母語話者はこのような母語話者の言語行動様式を知らないた
めに思いがけず相手に不愉快な思いをさせたり，「常識がな
い」などと思われることがある。

2.　「誤解をまねく表現形式の使用」による問題点

日本語教育ではコミュニケーション重視の教育が叫ばれ久しいが，文
型積み上げ式の教科書や教材が主流であることに変わりはない。日本語
教育の現場では，学習した文法や文型が練習などで取り上げられる状況
または場面が限られている。したがって，非母語話者はそれらをコミュ
ニケーション場面の中で試行錯誤しながら使用していることがほとんど
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非母語話者の	
日本語コミュニケーションの工夫

迫田久美子

1.　この論文の主張

「びっくり話す，ください」「いちよる，ぜんぜん，寝てるじゃない」
は，対話に現れた日本語非母語話者の発話で，「ゆっくり話してくださ
い」「一晩，ぜんぜん寝られなかった」の意味である。非母語話者は限
られた知識資源を使って，どのようにコミュニケーションを行っている
のだろうか。日本語の知識は豊富なのにコミュニケーションが下手な人
がいたり，日本語の知識はあまりないのにコミュニケーションが上手に
できる人がいたりするのはなぜなのだろう。この論文では，具体的な例
やデータを示しながら，日本語のコミュニケーションにおける非母語話
者の工夫を検討する。

この論文は，次の（ １ ）のようなことを主張する。
（ １ ）� �非母語話者はさまざまな方法を用いてコミュニケーションを

行っており，誤用と言われる非母語話者特有の表現は，彼ら
の工夫の産物である。そのため，コミュニケーション教育の
ためには，非母語話者のデータから彼らの工夫や日本語運用
の実態を明らかにする研究が重要である。

次に，この論文の構成を述べる。
2.では，非母語話者のさまざまな日本語運用の実態を観察し，（ ２ ）に

ついて述べる。
（ ２ ）� �非母語話者には，母語や学習環境が異なっても共通の言語体
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系が存在する。知識として頭で理解できても，それを実際に
運用するのは容易ではないため，かれら独自の工夫による言
語体系が生成される。

3.から6.では，非母語話者が誤用を産出する背景には，どんな工夫が
見られるのか，具体的な例を取りあげて（ ３ ）から（ ６ ）について述べる。

（ ３ ）� �非母語話者は，複数の選択肢があるルールや類似の語彙から，
その中の １ つを固定し，常に適用するという単純化を行う。

（ ４ ）� �非母語話者は，彼らの特有の固まり表現であるユニットを形
成する。

（ ５ ）� �非母語話者は，複雑な活用や表現が使えない場合，その代用
として便利なマーカーを使う。

（ ６ ）� �非母語話者は，さまざまな場面において母語や既習言語を利
用する。

7.では，日本在住で教室指導を受けている非母語話者の動詞「思う」
の使用の変化を分析し，（ ７ ）について述べる。

（ ７ ）� �教室指導を受けている非母語話者の動詞「思う」は，初期で
は丁寧形が多く使われ，上達していくとともに語形が徐々に
長くなる。

8.では，日本在住で教室指導を受けない非母語話者の動詞「思う」の
使用の変化を分析し，（ ８ ）について述べる。

（ ８ ）� �教室指導を受けていない非母語話者の動詞「思う」は，その
初出が遅く，教室指導を受けている非母語話者の使用とは異
なった発達傾向を示す。

2.　非母語話者の日本語運用

非母語話者の日本語には，極めてユニークなものがある。大学や日本
語学校で学んでいても，教師に教えられた通りの表現が産出されるとは
限らない。また，母語が違っても同じような誤用が観察される。（ ９ ）は
台湾の大学，（10）はインドネシアの大学で日本語を外国語として勉強し
ている学生の「～て」の誤用である。
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非母語話者の日本語コミュニケーション能力

山内博之

1.　この論文の主張

日本語教育を前提として，コミュニケーションという視点に立った文
法の研究は，すでにある程度行われている。たとえば，野田尚史（編）

（2005）や山内博之（2009）などである。また，それらに対する菊地康人・
増田真理子（2009）などの批判もあるし，他にも庵功雄（2009）などの論考
が生まれている。しかし，コミュニケーションという視点に立った語彙
に関する研究はほとんど行われていない。そこで，この論文では，語彙
に焦点を当て，コミュニケーションの中での語彙の役割について考察す
る。

語には「机」「見る」などの実質語と「を」「に」などの機能語がある
と言われているが，語彙（語の集まり）を考える際に問題になるのは実質
語である。したがって，語彙を考察の対象にするということは，機能語
ではなく実質語に焦点を当てるということにもなる。

非母語話者の日本語コミュニケーション能力を考えていく際には，実
質語に関する以下の研究・調査が重要になるだろうと思われる。

（ １ ）� �実質語の分類に関する研究
（ ２ ）� �習得に影響を与える語の性質に関する研究
（ ３ ）� �身近な語に関する調査
（ ４ ）� �抽象概念を表す名詞の用法に関する研究
（ ５ ）� �話題に従属しない実質語に関する研究
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（ ６ ）� �実質語と機能語の融合的な研究
上記の（ １ ）から（ ６ ）の研究の一例を，以下，2.から7.でそれぞれ示し

ていく。
ただし，この論文においては， ４ 技能の中の「話す」のみを扱うこと

にする。日本語コミュニケーション能力という観点から語彙について考
える場合，「話す」「聞く」「書く」「読む」のどの技能を前提とするかに
よって，非母語話者がどのようなスタンスで語彙に接するかがまったく
異なってくる可能性がある。そのため，この論文では，とりあえず「話
す」という技能に絞って，語彙・実質語に関する考察を行う。

2.　実質語の分類に関する研究

2.では，実質語の分類に関する研究が必要であることを述べる。なぜ
なら，実質語は非常に数が多いため，教材を作成したり，教室で学習者
に提示したりする際には，小分けして扱う必要があるからである。
『日本語能力試験　出題基準〔改訂版〕』を見ると，当時の日本語能力

試験の出題基準となった １ ・ ２ 級の機能語のリストには，約270語が収
録されているのみであるが，同じく １ ・ ２ 級の実質語のリストには約
8000語が収録されていることがわかる。しかし，その約8000語でもまだ
不十分だと考えられたようで，押尾和美（他）（2008）によると，2010年の
日本語能力試験の改定以後の新しい実質語のリストには， 約10,000～
18,000語が収録されているとのことである。

約270語ということであれば，非母語話者が，それらすべての語の意
味・用法を一つひとつ覚えて身につけていくということも，まだ可能か
もしれない。しかし， １ 万を超える実質語を順番に一つずつ覚えていく
というのは非効率的である。何らかの方法で必要な語を取り出せるよう
にする工夫が必要であるが，そのために欠かせないのが語の分類であ
る。
『分類語彙表　増補改訂版』は，そのようなニーズに応え得るものの

一つである。『分類語彙表　増補改訂版』には，約80,000語が収録され
ており，それらが意味別に分類されている。たとえば，「1.2410　専門
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コミュニケーションのための	
日本語教育の方法

品田潤子

1.　この論文の主張

最近の日本語教育では，タスク重視や内容重視のアプローチのよう
に，コミュニケーション中心の教育方法が注目されている。接触場面の
研究や社会文化的アプローチなど，言語学習を社会的文脈でとらえる見
方も広がっている。ところが，依然として，初級では文法・文型を順序
立てて教えることが大切だと考える教師が多く，コミュニケーションの
ために必要な学習が後回しにされている。これはコミュニケーション力
をつけることを目指す学習者に回り道をさせていることにほかならな
い。これを改善するには，コミュニケーションのための基礎力とは何
か，どのような教育方法が効果的かということを明確に示す研究が必要
である。

この論文では，はじめに入門期からコミュニケーションのための日本
語教育をする方法として（ １ ）から（ ４ ）が有効であることを述べる。

（ １ ）� �「作り物」ではなく「本物」を使う方法：
� �「本物」とは，学習者の現実に密着しているという意味であ

る。現実を真似た状況を授業に持ち込むより学習者の現実を
そのまま使った方が，教育効果ははるかに高い。

（ ２ ）� �現実のコミュニケーションを観察する方法：
� �現実のコミュニケーションがどのようになされているのか観

察することは，コミュニケーションの方法を学ぶための第一
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歩である。学習者が自分で観察して得た情報を活用できると
自律的な学習ができるようになる。

（ ３ ）� �共同作業をする方法：
� �共同作業は，身体や道具を使い，複数の人間が関わって進め

られる。現実的なコミュニケーションを幅広く経験すること
ができる。

（ ４ ）� �「やり直し方」を練習する方法：
� �現実の会話は，話し手が言い直したり，聞き手が確認したり

を繰り返しながら進んでいく。授業で人工的に整えられた会
話ばかり扱っていると，現実のコミュニケーションで生じる
このような現象に対応できるようにならない。

次に，コミュニケーションのための日本語教育を初級から展開するた
めには，（ ５ ）と（ ６ ）のような研究が必要であることを述べる。

（ ５ ）� �活動中心の学習の段階性に関する研究：
� �文法・文型中心の学習が支持される理由は，学習段階が易か

ら難へ明確に示されているためである。文法・文型ではなく
活動を中心とした学習の段階性に関する研究が必要である。

（ ６ ）� �活動中心の学習のプロセスを可視化する研究：
� �ある文型がどのように習得されるかという研究ではなく，現

実的な活動を通して，言語の学習が進んでいくプロセスを可
視化し，実証する研究が必要である。

（ ５ ）の研究によりコミュニケーションのための日本語教育の枠組みが
確立し，（ ６ ）の研究により教室活動をデザインする教師の関心が文法か
ら活動に移るのではないだろうか。これがこの論文の主張である。

2.　｢作り物｣ ではなく「本物｣ を使う方法

文法中心の日本語教育では，学習済みの言語形式だけを使って，コ
ミュニケーションの練習をする。文型の意味と形をわかりやすく提示
し，練習をしたあとで学習者が関心のある話題で話す。その流れがうま
くできているのがよい授業とされる。このような授業は，一見よくでき
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日本語のコミュニケーション教育を阻む要因

徳井厚子

1.　この論文の主張

これまで日本語教育においては，コミュニケーション重視としながら
も，実際は文型重視に束縛されたり，教室内の構造的なコミュニケー
ションに束縛される場合が多く，日本語のコミュニケーションを阻む要
因となっている。この論文では，次のことを主張する。

（ １ ）� �これまで教師を束縛してきたコミュニケーション観がいくつ
かあるが，これらが日本語のコミュニケーション教育を阻む
要因となっている。

この論文では，日本語教科書にみられる事例をもとに，教師を束縛し
ている日本語のコミュニケーション教育を阻む要因をあげ，日本語のコ
ミュニケーション教育のために今後どのようなコミュニケーション研究
が必要かについてのべる。

日本語のコミュニケーション教育を阻む要因として，（ ２ ）から（ ８ ）が
あげられる。（ ２ ）から（ ８ ）まではそれぞれ2.から8.でのべる。

（ ２ ）� �文型を教える手順にこだわる導入手順重視の束縛が日本語の
コミュニケーション教育を阻んでいる。

（ ３ ）� �「働きかけ−応答−評価」という構造化した教室内のコミュ
ニケーションへの束縛も日本語のコミュニケーション教育を
阻んでいる。

（ ４ ）� �教師の一方向的なコミュニケーション観も日本語のコミュニ
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ケーション教育を阻んでいる。
（ ５ ）� �教師のもっている予測可能で理想的，完結型，成功型のコ

ミュニケーション観も日本語のコミュニケーション教育を阻
んでいる。

（ ６ ）� �コミュニケーションを動態的で相互作用性のあるものとして
とらえず，固定した役割のやりとりとしてとらえていること
も日本語のコミュニケーション教育を阻んでいる。

（ ７ ）� �コミュニケーションを １ 対 １ のレベルでのみとらえ，集団の
ダイナミクスの視点が欠けていることも日本語のコミュニ
ケーション教育を阻んでいる。

（ ８ ）� �コミュニケーションを「質問−応答」の連鎖としてとらえ，
関係構築という視点が欠けていることも日本語のコミュニ
ケーション教育を阻んでいる。

本論文では，主に日本語教科書の例をもとに，これらの日本語のコ
ミュニケーション教育を阻む要因をあげ，これらの要因をとりのぞくた
めにどのような研究が必要かについてのべる。

2.　導入手順重視の束縛

日本語のコミュニケーション教育を阻む要因として，まず，教師自身
が文型を教える手順にこだわる導入手順重視の束縛があげられる。次の
教科書の会話例をみてみよう。

（ ９ ）� �先
せん

生
せい

：これは誰
だれ

のテープですか。
� �吉

よし

田
だ

：それは私
わたし

のテープです。
� �先

せん

生
せい

：これも吉
よし

田
だ

さんのですか。
� �吉

よし

田
だ

：いいえ、それは私
わたし

のじゃありません。
� （『新文化初級日本語 １ 』p.�25）

この会話は，「指示語を導入する」という導入手順が先行し指示語を
入れすぎてしまったために，不自然な会話となっている。これは，「文
型は順序よく導入し，導入していない文型は使わない」という教師自身
の束縛によるものといえる。実際には「これは誰のテープですか」「私
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日本語教師に求められる	
コミュニケーション教育能力

嶋田和子

1.　この論文の主張

日本語教育においてコミュニケーション教育の重要性は広く認められ
ており，コミュニケーション教育のためのさまざまな取り組みが行われ
ている。しかし，教育現場全体を見ると，まだまだ教育実践の面で十分
であるとは言いがたい。その原因の １ つとして日本語教師のコミュニ
ケーション教育能力が十分でないことがあげられる。

そこで，この論文では「日本語教師に求められるコミュニケーション
教育能力に関する研究」のあり方について考察する。その際に求められ
るのは，教育現場に立脚した実践研究である。まず（ １ ）のようなことを
主張する。

（ １ ）� �日本語教育に必要なコミュニケーション研究を進めるには教
育現場や実際のコミュニケーション場面に関する研究が重要
であり，「現場に始まり，現場に終わる」実践研究こそが求
められる。そのためには教師一人ひとりが研究という視点を
持って実践に当たることが重要である。

（ １ ）の考え方に基づき，この論文では最初に2.から4.においてコミュ
ニケーション教育能力に関して，（ ２ ）から（ ４ ）のような問題点があるこ
とを述べる。

（ ２ ）� �コミュニケーション重視の授業を行っていると言いながら，
実際に使用されている教科書はいまだに文型積み上げ式教科
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書であり，教師も「はじめに文型ありき」の教え方に基づい
た教育実践を行っている。

（ ３ ）� �教師は「コミュニケーションを静的なもの」として捉えがち
であり，「適切さ」より「正確さ」を重視した教育を行って
いる。コミュニケーションは「場・関係性」が重要であると
いう視点が欠けている。

（ ４ ）� �「教師＝教える人，学習者＝教えてもらう人」という構図で
授業が進められている。コミュニケーション教育の目的は，
他者との交わりであり，教師と学習者はこの意味で対等な関
係であるという意識が希薄である。また，「教室を超えた教
育実践」への関心がまだまだ十分とは言えない。

次に，こうした問題点を解決するために，5.から7.において，教材に
関する研究，接触場面・母語場面に関する研究，さらに「教えること・
学ぶこと」に関する研究の必要性について，（ ５ ）から（ ７ ）のようなこと
を述べる。

（ ５ ）� �既存の教材をクリティカルに分析し，何が問題点かを探る。
さらに，その結果をもとに新たな教材を作成し，使用し，評
価する。こうした包括的な教材研究が必要である。

（ ６ ）� �教師自身がコミュニケーションの実態を知り，それを教育現
場に活かしていくことが重要である。そのためには，接触場
面・母語場面に関する研究を進める必要がある。

（ ７ ）� �いかによい教材ができ，コミュニケーションに関する研究が
進んだとしても，「教えること・学ぶこと」という教育学的
な研究が進んでいかなければ，教師の意識改革は望めない。
さらに，「教室」という閉じられた空間を越えた活動を含め
た実践力が必要となる。

最後に，今求められているコミュニケーション研究を阻害する要因に
ついて8.で述べる。

「著作権保護コンテンツ」



207

あとがき

この本で伝えたかったのは，ちょっと過激な言い方をすると，「植民
地になっている日本語教育学を独立国にしよう」ということです。

日本語教育のために行われてきたこれまでの研究は，研究の目的が
まったく違う日本語学や言語学などの論理や方法で行われているものが
多かったと思います。日本語教育学が日本語学や言語学の植民地になっ
ていたということです。

この本では，日本語学や言語学などから独立した日本語教育のための
研究とはどのような研究かを根本的に考え直し，その具体例を示したい
と思いました。この本が一つのきっかけになって，本当に日本語教育の
ためになる新しい研究がどんどん生まれるようになってほしいと願いな
がら，この本を編集しました。

考えてみれば，今は立派な独立国になっている日本語学（国語学）や言
語学（文献学）も，昔は文学や歴史学の植民地だったと言ってもよいと思
います。どんな植民地も，独立するには時間がかかります。でも，独立
のための運動が盛んになれば，独立は早まるでしょう。

その結果，日本語学や言語学から独立した，もっと役に立つ日本語教
育の内容や方法が固まっていけば，日本語を学んでいる非母語話者の人
たちの苦労も少なくなるでしょう。それが最終的な目標です。

この本を作ることになったきっかけは，2009年 ７ 月にシドニーで開か
れた豪州日本研究大会・日本語教育国際研究大会です。日本語教育学会
からの依頼を受け，宇佐美まゆみさん，迫田久美子さん，嶋田和子さん
をパネリストとして「日本語教育のためのコミュニケーション研究」と
いうパネルを企画しました。それが好評だったので，ほかの ６ 人にも声
をかけて，本にすることにしました。といっても，そのいきさつは複雑
で，この本ができたのは天の配剤とも言える偶然が重なった結果です。

（どんな天の配剤があったかは，聞いてくだされば，お話ししますよ。）
奇跡から生まれたこの本が皆さんに愛されますように！　（野田尚史）
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【こ】

語彙��9,�10,�125,�151

語彙シラバス��129

語彙と文法��137,�140

語彙・文法融合シラバス��139

郷亜里沙��55

交渉��58

構造化したコミュニケーション��
169–172

コーパス��11,�13,�63,�109,�116,�117,�
120

『BTSJによる日本語話し言葉コー
パス（トランスクリプト・音
声）2011年版』��65

KYコーパス��13,�110,�114,�127,�
128,�130,�134–137,�139–141

コーヒーショップ��154

国際交流基金��162

断り��116

語の性質��129

小林哲生��130

小林典子��108

小林ミナ��161
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コミュニカティブ・アプローチ��45,�
46,�51,�160,�161

コミュニケーション・ストラテジー��
80,�81

コミュニケーション能力��1,�48,�64,�
81,�125,�163,�192,�197

コミュニケーションの教育��8
コミュニティ��193,�194,�200

「ご迷惑じゃないでしょうか」��25

誤用��13,�106–112,�115,�116

コンテクスト��58

コンビニ��102,�198

【さ】

「最近」��140,�141,�143

迫田久美子��13,�109,�111,�112,�114

笹川洋子��24

誘う��32,�34

定延利之��57

雑談��14

ザトラウスキー��25,�174

【し】

子音��164

使役��89

自己開示��58,�181–183

自己修正��108

自己紹介��3–5,�8,�149,�151,�152

自己評価��29

指示語��168

指示詞��155,�156

自然会話��32,�73,�74,�77–81,�169

『自然会話で学ぶ日本語コミュニ
ケーション―試作版―』��78

自然環境��120

自然データ��40

双方向的な自然データ��40

自然なコミュニケーション��63,�67,�
72,�78,�114,�158

自然発話データ��47

舌打ち��37,�58

実質語��125,�142

話題に従属しない実質語��137

実質語の分類��126

実践研究��203,�204

失敗��14,�99,�175,�176

質問−応答��178,�179,�181

『実力日本語（上）』��45

「失礼ですが」��194

自動化��108

品田潤子��81

シナリオ��48

柴原智代��196

島田徳子��196

志村明彦��116

社会的文脈��176–178

謝罪��57

謝辞��12,�13

「じゃない」��112

「じゃないですか」��90–92

終助詞��113,�114,�191

集団コミュニケーション��178–180

習得研究��7,�129

「首都」��135,�136,�143
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上級��87,�89–91,�93–96,�98,�100–102,�
107,�116,�123,�127–131,�135,�136,�
138,�161

状況��5,�11,�14,�16,�28,�31,�32,�34,�37,�
50,�74,�79,�93,�98,�99,�101,�149,�
161,�162,�182,�192

条件表現��109,�122

情報提示表現��92

省略��25,�70,�202

初級��2,�4,�5,�17,�44,�46,�48,�51–53,�69,�
79,�87,�88,�90,�100,�102,�107–109,�
112,�116,�127–134,�138–140,�149,�
156,�158–161,�189,�190,�194,�195

『初級日本語　げんき　ワークブッ
ク』��46

食��132,�143

「食堂」��133,�134

白川博之��97,�189

自律学習��68,�81,�200

『しんにほんごのきそＩ　本冊』��45

『新文化初級日本語１』��168,�173,�
174,�176–178,�180

新屋映子��17,�169

【す】

推測��14,�66,�77,�79,�80,�97,�154,�198,�
202

推量��110,�121

数字��17

少しずつ��32,�34,�35

スタイル��98

スタイルシフト��35,�36

ストラテジー��15,�31,�32,�40,�67,�69,�
70,�80,�81,�97,�152,�197

スピーチレベル��70–72,�80

スピーチレベルのシフト��72

刷り込み��49,�51,�53

寸劇��158,�159

【せ】

正確さ��190

成功型のコミュニケーション��174,�
175

政治��132,�143

正の転移��115

清ルミ��44,�46–48,�50,�52,�54,�56–58

接触場面��23,�37,�40,�65,�68,�70,�195,�
197,�200

【そ】

相互作用��65,�176,�177,�180

双方向的な自然データ��40

【た】

ターン��96

代案��116

『大学生と留学生のための論文ワー
クブック』��17

対照研究��7,�56

『大地』
『日本語初級 ２ 　大地』��178

対話活動��163

ダウンシフト��71,�72,�76,�80

高宮優実��40
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田中真理��107,�109

「たぶん」��121,�122

「たら」��109,�122

単語親密度��130–133

単純化��109,�149,�150,�152,�159

談話の組み立て方��10

【ち】

中級��17,�28,�52,�53,�69,�89,�90,�95–97,�
99,�109,�110,�112,�114,�116,�127–
131,�138–141,�189

中国語��8,�15,�57,�89,�101,�107,�110,�
113–117,�119,�134–136,�140,�141

抽象概念��129–133,�135,�143

中途終了型発話��65–67,�69–72,�79

二重中途終了型発話��69,�70

注文��73,�74

聴解教材��197

超級��69,�91,�128–131,�138

鄭加禎��58

【つ】

作られた会話��73,�74

作り物��81,�148,�149

津田幸男��182

「つまらないものですが」��56

「つもり」教育��50,�51

【て】

「～て」��106,�109,�110

「で」��111

「～てあげる」��197

ディスコース・ポライトネス��70

丁寧体��12,�35,�70,�71,�117,�119,�120

「～て，～て」��100

『テーマ別�中級から学ぶ日本語』��
189,�190

「～てから」��152

適切さ��191,�192,�198

「できない」��112

『できる日本語�初級』��195,�196,�201

「～てくれる」��197

て形��190

「ですよね」��90,�92

「～てはいけません」��190

「～てもいいです」��190

寺村秀夫��111

転移��115

テンス��137–140,�152

電話番号��17

【と】

導入手順重視��168,�169

當眞千賀子��171

東山安子��57

「とか」��198

時を表す副詞��137

徳井厚子��172,�179

独話的機能��98,�99

【な】

内省��92,�172

「～ないでください」��45–48,�53

中川典子��58,�182
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【に】

「に」��110,�111

西口光一��200

西田司��182

西田ひろ子��182

西村史子��28

二重中途終了型発話��69,�70

「日本語学習者会話データベース」��
13

日本語教育学会��51

『日本語初級 ２ 　大地』��178

『日本語でビジネス会話　初級編：生
活とビジネス』��170

『日本語能力試験　出題基準〔改訂
版〕』��126,�127

日本語を使う状況��4
入浴��50

【ね】

ネガティブな気持ちの表出��37

ネゴシエーション��31,�32,�34

値段��17

【の】

「の」��107,�150,�151

野田春美��93

野田尚史��17,�19,�100,�125,�160,�192,�
204

「のに」��99

【は】

「は？」��36

「はい」��75–79,�114,�156

配慮��36,�45–49,�52,�53,�56,�90,�95

場・関係性��190,�191

『はじめのいっぽ』��74

橋本直幸��127,�128,�137

働きかけ−応答��170,�177

働きかけ−応答−評価��169,�170

初鹿野阿れ��179

発達プロセス��116

「話す」��126

「話す」活動��14,�108

「話す」場面��107

パラ言語��57

反論��14

【ひ】

比較表現��195

非言語メッセージ��57,�58

ビジネスパーソン��99,�100,�150,�154

否定��3,�47,�52,�53,�93,�112,�197

否定的な態度��32

非母語話者独自の文法規則��7
非母語話者のコミュニケーション��

13

非母語話者の視点��23

姫野伴子��17,�169

美容院��6
評価��30,�164,�169–172,�196,�197,�200

品格��36,�37,�39

【ふ】

フィラー��73,�74,�78,�95,�100,�113–115
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フェイス侵害度��74

フォロー��37

不完全な文��156

福間康子��111

藤江康彦��169

不自然��18,�73,�141,�168,�169,�171,�173

藤森弘子��28

藤森裕治��176

普通体��12,�13,�35,�71,�117,�119

負の転移��115

不満��56

プライベート��8,�36

『文化初級日本語』
『新文化初級日本語１』��168,�173,�

174,�176–178,�180

文化的差異��57,�59

文型��2–4,�18,�73,�74,�81,�88,�90,�100,�
148,�151,�153,�160,�161,�168,�169,�
189–195

文型積み上げ式��86,�149,�150,�160,�
163,�164

文脈��46,�49,�50,�70,�73,�160,�194

社会的文脈��176–178

『分類語彙表　増補改訂版』��126,�127

【へ】

弁明��28,�29

【ほ】

母音��164

包装��102

母語場面��65,�66,�197

母語話者のコミュニケーション��10

「ほしい」��112

ポジティブ・ポライトネス��71

細川英雄��194

ホテル��14,�15

ほめ��56,�57,�180

ほめる��87,�88

ポライトネス��67,�69–71,�74,�191

洪珉杓��57,�58

本物��81,�148,�149,�152–154,�197

【ま】

増田真理子��125

桝本智子��179

町��130–132,�143

【み】

水田園子��182

水谷信子��13,�25,�26,�97

身近な語��133

「都」��135,�136,�143

『みんなの日本語』��51

『みんなの日本語�初級Ｉ　教え方の
手引き』��3

『みんなの日本語�初級Ｉ�本冊』��3,�
45,�49,�50,�53,�194,�195

『みんなの日本語�初級Ⅱ�本冊』��4,�
87–89,�189

【む】

「村」��135,�136,�143
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【め】

名刺��150

メイナード��35,�91,�173

命令形��4
メール��8,�29–31,�35,�37,�101

面接��98,�191,�198,�199

面子��47,�48

【も】

「も」��155

「もう一度言ってください」��158

申し出��32,�88

「もしも」��122

モジュール型��160

「～ものだ」��189

守屋三千代��17,�169

【や】

役割��175–177,�179,�180

安田励子��55

薬局��197

「やっぱり」��54

山内博之��91,�109,�114,�125

山本千津子��24

山森理恵��90

やり直し��81,�157

【よ】

「よ」��114

幼稚な日本語��100

「～ように」��189

吉田妙子��107

予測��67

予測可能��174

予測不可能��175,�176

「よね」��91

米勢治子��163

「読む」活動��14

「読む」ニーズ��16

予約��11,�12

「よろしくお願いします」��35

【り】

理髪店��6
理由��28,�29,�47

留学志望理由書��26,�34

【ろ】

『ロールプレイで学ぶ中級から上級
への日本語会話』��17

【わ】

「は」��7,�150

「わけがありません」��93,�94

「わけで」��92,�93

「わけなんですが」��92,�93

話題に従属しない実質語��137

話題マップ��163

割り込み��56,�157

【ん】

「んです」��169

「んですよね」��91
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